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過
疎
地
域
寺
院
の
現
状
と
課
題

│
石
川
県
第
二
部
（
能
登
）
管
内
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
│

河
　
﨑
　
俊
　
宏

一
、
は
じ
め
に

　
今
発
表
は
、
研
究
例
会
に
て
発
表
し
た
過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
院
対
策
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
基
に
『
現
代
宗
教
研
究
』
第
四
十
四

号
「
中
央
教
研
過
疎
地
域
寺
院
Ｐ
Ｊ
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
」、
同
四
十
五
号
「
本
宗
寺
院
に
お
け
る
過
疎
対
策
、
寺
院
活
性
化
に
向
け
た
一

考
察
」
と
い
う
二
つ
の
研
究
発
表
と
共
に
、
更
に
具
体
的
地
域
を
掘
り
下
げ
た
事
例
と
し
て
調
査
研
究
し
、
こ
の
一
連
の
流
れ
の
中
で
過

疎
地
域
寺
院
の
活
性
化
、
ま
た
再
興
を
目
的
と
し
た
発
表
で
あ
る
と
ご
理
解
頂
き
た
い
と
願
う
。

　
四
十
四
号
「
本
教
師
の
過
疎
に
対
す
る
現
状
把
握

　
対
処
の
有
無
」

　
　
　
　
　
　
過
疎
地
域

　
　
檀
信
徒
と
の
よ
り
密
着
型
の
対
処

　
　
　
　
　
　
都
市
地
域

　
　
そ
の
地
域
に
寺
院
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
知
ら
し
め
る
取
組

　
四
十
五
号
「
限
界
集
落
の
復
活
・
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
」

　
　
　
　
　
　
発
想
と
実
行
力
か
ら
学
ぶ
も
の
・
生
か
せ
る
も
の
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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41 過疎地域寺院の現状と課題（河﨑）

　
　
　
　
　
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ョ
ン
」
社
会
包
括
性

　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
　
仏
子
園
の
取
り
組
み
　
　
真
宗
大
谷
派
　
西
園
寺

　
今
回
は
、
過
疎
地
域
寺
院
を
取
り
巻
く
現
状
と
今
後
の
課
題
と
題
し
て
、
能
登
地
方
（
石
川
県
第
二
部
宗
務
所
）
の
寺
院
の
現
状
か
ら

浮
か
び
上
が
る
課
題
と
そ
の
対
策
へ
の
一
考
と
し
て
進
め
た
い
と
思
う
。
今
回
の
資
料
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
は
、
第
二
十
九
回
北
陸
教

区
教
化
研
究
会
議
「
真
の
葬
式
仏
教
と
は
」
〜
社
会
が
求
め
る
僧
侶
を
目
指
し
て
〜
の
中
で
参
考
資
料
に
添
付
さ
せ
て
頂
い
た
、
石
川
県

第
二
部
宗
務
所
（
能
登
地
方
）
管
内
に
お
け
る
「
講
中
」
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
能
登
地
方
に
於
け
る
過
疎
地
域
並
び
に
過
疎
地
域
寺
院
を
取
り
巻
く
現
状
と
、
過
疎
地
の
檀
信
徒
が
抱
え

る
問
題
点
や
地
域
に
お
け
る
法
華
文
化
・
講
中
継
承
に
関
す
る
課
題
を
明
確
に
し
、
本
当
に
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
内
に
そ
の
手
立
て
や
、

対
処
を
考
え
る
上
で
こ
の
調
査
を
行
い
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
過
疎
地
域
寺
院
の
対
策
・
対
応
へ
の
地
元
の
現
状
を
知
る
第
一
歩
で
あ

ろ
う
。

　
更
に
人
口
減
少
時
代
の
到
来
、
そ
の
影
響
に
よ
る
檀
信
徒
の
減
少
、
さ
ら
に
宗
教
離
れ
と
い
う
大
き
な
社
会
問
題
は
、
今
後
の
私
た
ち

に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
言
え
る
。
そ
の
視
点
か
ら
、
過
疎
地
域
寺
院
対
策
を
は
じ
め
、
さ
ら
に
は
首
都
圏
や
人
口
密
集
地
寺
院
で
の
人

口
減
少
に
伴
う
檀
家
の
減
少
な
ど
、
今
後
宗
門
が
直
面
す
る
問
題
点
へ
の
対
策
と
対
応
と
い
う
点
か
ら
四
十
四
号
所
報
、
四
十
五
号
所
報
、

そ
し
て
今
回
の
発
表
が
資
料
と
な
れ
ば
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
上
で
も
、
過
疎
地
域
寺
院
が
人
口
減
少
と
い
う
現
在
直
面
し
て
い
る
問
題
や
取
り
組
み
は
、
宗
門
と
し
て
今
後
の
対
策
を
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考
え
る
上
で
の
考
察
の
一
つ
と
な
れ
ば
と
思
う
。

一
、　
は
じ
め
に

二
、　
能
登
の
法
華
信
仰
の
特
徴

三
、　
能
登
の
過
疎
現
状
に
つ
い
て

四
、　
能
登
の
講
中
分
布
と
、
講
の
役
割
、
形
態

五
、　
講
中
ア
ン
ケ
ー
ト
　
講
元
用

六
、　
講
中
ア
ン
ケ
ー
ト
　
講
員
用

七
、　
ま
と
め

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
当
た
り

　
＊ 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
羽
咋
地
区
を
中
心
に
（
七
尾
地
区
の
一
部
も
含
む
）「
講
中
」
を
中
心
に
現
状
と
課
題
を
知
る
上
で

実
施
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
講
元
（
世
話
人
）
用
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
講
中
講
員
用
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
二
種
類
を
実
施
し

た
。

　
＊
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
能
登
の
講
中
四
十
三
講
中
に
送
付
、
返
信
は
三
十
講
中
。（
返
信
率
七
〇
％
）

　
＊ 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
問
い
に
対
し
て
様
々
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
が
、
今
回
の
報
告
で
は
多
か
っ
た
内
容
を
中
心
に
記
載
し
て
い
る
。
少

数
の
ご
意
見
も
資
料
と
し
て
ま
と
め
て
記
載
し
て
あ
る
。
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43 過疎地域寺院の現状と課題（河﨑）

　
＊
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
平
成
二
十
四
年
八
月
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
能
登
の
法
華
信
仰
の
特
徴
と
背
景
（
石
川
県
第
二
部
宗
務
所
管
内
を
以
降
「
能
登
」
と
表
記
）

　
先
ず
、
能
登
の
地
域
性
や
特
徴
と
過
疎
地
域
の
法
華
信
仰
に
於
け
る
体
系
と
過
疎
地
域
寺
院
の
現
状
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

そ
こ
で
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
能
登
の
法
華
信
仰
の
形
態
は
大
き
く
分
け
て
奥
能
登
地
区
、
七
尾
地
区
、
羽
咋
地
区
の
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。（
管
内
寺

院
数
は
三
十
四
ヶ
寺
　
、
一
教
会
、
一
結
社
を
含
み
三
十
六
ヶ
寺
）

奥
能
登
地
区

　
　 

奥
能
登
地
区
は
寺
院
数
八
ヶ
寺
で
あ
り
、
奥
能
登
の
寺
院
体
系
の
特
徴
は
、
北
前
船
の
寄
港
に
法
華
の
寺
院
多
く
点
在
。
内
浦
と
い

う
港
町
に
多
い
。
輪
島
市
3
ヶ
寺
点
在
、
そ
の
内
二
ヶ
寺
は
、
羽
咋
地
区
と
同
じ
く
本
山
妙
成
寺
末
寺
が
特
徴
で
あ
る
。
奥
能
登
全

体
と
し
て
の
「
講
中
」
は
無
く
、
輪
島
の
一
ヶ
寺
に
鬼
子
母
神
講
と
い
う
名
称
だ
け
が
残
っ
て
い
た
歴
史
が
あ
る
。
詳
し
い
資
料
等

は
明
治
の
大
家
の
際
に
そ
の
寺
院
も
焼
失
か

七
尾
地
区

　
　 

七
尾
地
区
の
寺
院
数
は
、
六
ヶ
寺
＋
一
結
社
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
七
尾
城
主
畠
山
文
化
の
影
響
で
、
京
都
と
の
文
化
の
繋
が
り
が

強
い
地
区
で
あ
っ
た
。
越
後
の
上
杉
謙
信
に
よ
っ
て
落
城
後
、
能
登
を
治
め
た
加
賀
藩
祖
で
あ
る
前
田
利
家
が
、
小
丸
山
に
小
丸
山

城
を
築
城
そ
の
際
、
日
蓮
宗
（
法
華
）
の
寺
を
一
地
区
に
集
め
、
法
華
谷
と
名
。
出
城
の
役
割
を
果
た
す
地
域
と
な
る
。
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他
の
二
地
域
と
は
違
い
、
こ
の
地
域
は
京
都
本
山
の
直
末
が
多
い
。
そ
の
為
、
町
衆
文
化
と
関
わ
り
も
強
か
っ
た
特
徴
も
あ
る
。
一

例
を
あ
げ
る
と
、
桃
山
・
江
戸
期
の
長
谷
川
等
伯
は
こ
の
七
尾
出
身
で
あ
り
、
日
蓮
宗
の
檀
徒
で
も
あ
っ
た
。

　
　「
七
尾
講
中
」
七
尾
市
内
六
ヶ
寺
の
関
わ
り
あ
る
町
衆
、
檀
信
徒
か
ら
な
る
「
地
域
講
中
」

　
　 

現
在
は
、
七
尾
講
中
は
存
在
し
な
い
。
但
し
、
小
丸
山
公
園
内
に
あ
る
日
像
菩
薩
の
七
尾
日
像
菩
薩
銅
像
保
存
会
と
し
て
存
続
し
、

法
要
や
年
始
や
お
盆
廻
り
な
ど
は
「
七
尾
講
中
」
の
旧
講
員
の
家
々
も
各
寺
院
（
六
ヶ
寺
）
が
廻
る
習
慣
は
残
っ
て
い
る
。

羽
咋
地
区

　
　 

羽
咋
地
の
寺
院
は
、
能
登
寺
院
の
分
類
の
中
で
は
一
番
多
い
。
そ
の
寺
院
数
は
、
十
八
ヶ
寺
＋
一
教
会
で
十
九
ヶ
寺
で
あ
る
。
羽
咋

地
区
の
寺
院
の
特
徴
は
、
地
元
の
本
山
妙
成
寺
を
中
心
と
し
た
本
末
関
係
の
寺
院
が
大
半
を
占
め
る
。

　
　 

こ
の
羽
咋
地
区
に
は
各
地
域
に
「
講
中
」
が
今
も
存
在
し
、
講
中
毎
に
毎
月
十
二
日
、
十
三
日
を
中
心
に
講
員
の
各
家
々
を
ひ
と
月

ず
つ
廻
り
当
番
制
で
会
処
と
な
っ
て
御
講
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
九
割
が
講
中
の
お
参
り
や
御
講
は
講
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
。

　
　 

能
登
に
お
け
る
法
華
の
信
仰
や
法
華
文
化
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
能
登
の
法
華
信
仰
の
基
盤
は
「
講
」
と
い
う
存
在
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
来
た
様
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
信
仰
を
基
盤
と
す
る
「
講
」
の
役
割
が
、
今
後
を
考
え
る
上
で
も
大
き
な
課
題
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
講
」
の
存
在
が
能
登
法
華
の
信
仰
を
支
え
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
基
盤
が

現
代
の
様
々
な
社
会
状
況
や
人
口
減
少
、
家
庭
環
境
の
変
化
、
家
屋
の
建
て
替
え
、
信
仰
の
継
承
問
題
と
重
な
り
危
機
的
状
況
へ
と

進
ん
で
い
る
現
状
を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

05　河﨑.indd   44 2016/08/03   10:14
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三
、
能
登
の
過
疎
現
状
に
つ
い
て

　
能
登
地
方
の
過
疎
状
況
に
つ
い
て
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
平
成
二
十
二
年
国
勢
調
査
、
人
口
等
基
本
集
計
結
果
（
石
川
県
関
係
分
）

に
よ
る
と
、
石
川
県
能
登
地
方
の
大
正
九
年
か
ら
平
成
二
十
二
年
ま
で
の
地
域
別
人
口
推
移
が
見
る
事
が
で
き
る
。
こ
の
資
料
か
ら
、
大

正
九
年
一
二
九
、
〇
三
八
人
、
昭
和
二
十
五
年
の
一
五
七
、
八
六
〇
人
が
最
も
多
く
、
昭
和
三
十
年
か
ら
減
り
は
じ
め
、
昭
和
五
十
五
年

一
一
七
、
七
八
七
人
、
平
成
七
年
に
は
、
九
六
、
三
五
六
人
と
十
万
人
を
切
り
、
平
成
二
十
二
年
に
は
七
五
、
四
五
八
人
（
五
五
％
減

少
）
と
あ
る
。
能
登
地
区
は
昭
和
三
十
年
以
降
人
口
減
少
が
今
日
も
続
い
て
い
る
。

　
石
川
県
能
登
地
方
の
過
疎
地
域
は
、
珠
洲
市
・
輪
島
市
・
七
尾
市
・
羽
咋
市
・
志
賀
町
・
穴
水
町
・
能
登
町
で
あ
る
。（
石
川
県
過
疎

市
町
村
マ
ッ
プ

　
資
料
）

四
、
能
登
の
講
中
分
布
と
講
の
役
割
、
形
態
に
つ
い
て

　
二
、
能
登
の
法
華
信
仰
の
特
徴
と
重
な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
過
疎
地
域
寺
院
を
取
り
巻
く
現
状
と
今
後
の
課
題
を
論
ず
る
に
能
登
の
法
華
信
仰
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
態
で
分
布
さ
れ

て
い
る
の
か
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

奥
能
登
地
区

　
　
講
中
と
し
て
の
活
動
な
し

　
寺
単
位
で
の
地
区
役
割
残
る
。
輪
番
制
に
て
年
中
行
事
役
割
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七
尾
地
区

　
　
七
尾
講
中
存
在
し
て
い
た
。
六
ヶ
寺
檀
信
徒
で
構
成
　（
現
在
二
講
中
存
続
）

　
　
月
に
御
講
を
営
む
、
月
一
度
講
中
講
員
宅
　
宿
交
代
制
　
　
寒
修
行
も
同
行

　
　 

時
代
と
共
に
自
宅
の
家
族
構
成
の
変
化
に
よ
り
、
家
屋
の
建
て
替
え
に
よ
っ
て
講
員
一
同
が
寄
っ
て
お
参
り
す
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
た
。

　
　
七
尾
日
像
菩
薩
銅
像
保
存
会
の
構
成
員
が
今
も
旧
七
尾
講
中
。
年
に
一
度
、
小
丸
山
公
園
の
日
像
菩
薩
銅
像
に
て
法
要
を
営
み
運
営
。

　
　 

講
員
に
よ
る
御
講
は
、
今
ま
で
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
一
度
休
ま
ん
か
と
の
こ
と
か
ら
消
滅
。
市
外
地
の
万
行
講
中
、
高
浜
講
中

は
講
中
と
し
て
か
ろ
お
じ
て
残
っ
て
い
る
現
状
。

　
　
七
尾
講
中
の
灯
を
消
さ
ぬ
よ
う
に
と
、
檀
信
徒
の
親
睦
や
研
修
会
な
ど
を
実
施

羽
咋
地
区

　
　 

羽
咋
地
区
に
は
講
中
が
現
在
も
存
在
。
四
十
一
の
講
中
が
法
華
の
信
仰
と
文
化
を
継
承
し
て
い
る
。
各
講
中
は
、
毎
月
十
二
日
御
講

実
施
し
地
域
住
民
の
信
仰
的
繋
が
り
深
い
。
し
か
し
、
講
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
様
々
な
現
状
の
課
題
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。

講
の
八
割
〜
九
割
は
寺
や
住
職
が
関
与
し
な
く
て
も
、
講
中
の
自
主
的
組
織
で
運
営
（
講
元
・
世
話
人
）
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

1
〜
2
割
が
寺
、
住
職
の
関
与
な
し
で
は
運
営
で
き
ず
。（
講
元
・
世
話
人
不
在
）
こ
こ
で
も
課
題
と
対
処
の
必
要
性
が
う
か
が
え

る
の
で
あ
る
。
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七
、
ま
と
め

　
以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
過
疎
地
域
寺
院
を
取
り
巻
く
現
状
は
、
高
齢
化
と
地
域
の
信
仰
母
体
と
な
っ
た
「
講
」
の
後
継
課

題
、
存
続
の
危
機
が
浮
か
び
上
が
っ
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
こ
の
地
域
は
同
居
数
が
多
い
が
、
次
世
代
の
後
継
者
が
仕
事
の
都
合
に
よ
り
講
の
運
営
自
体
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
な
い
現
状

も
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
た
。
講
を
取
り
巻
く
地
域
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
抜
本
的
改
革
が
必
要
。
家
庭
内
信
行
は
大
半
が
大
切
で
あ
る

と
の
認
識
は
強
い
の
で
、
ま
だ
ま
だ
過
疎
地
に
お
い
て
も
信
仰
の
継
続
可
能
性
や
「
講
」
に
お
け
る
信
仰
の
継
承
、
さ
ら
に
は
そ
の
地
域

の
寺
院
存
続
や
、
再
興
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
面
も
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
と
同
時
に
こ
の
ま
ま
何
も
せ
ず
、
無
策
の
ま
ま
で
は
講
の
継
続
や
信
仰
の
継
承
、
過
疎
地
域
の
お
け
る
寺
院
の
存
続
に
大
変
深
刻
か
つ

危
機
的
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
講
の
形
態
そ
の
も
の
が
、
時
代
に
即
応
し
た
御
講
の
持
ち
方
な
ど
体
制
を
模
索
し
手
だ
て
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
現
代
に
相

応
し
た
教
化
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
す
で
に
高
齢
や
後
継
者
の
い
な
い
所
に
は
、
次
な
る
対
応
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
る
。

安
心
し
て
最
後
は
お
寺
に
任
せ
る
事
が
で
き
る
と
い
う
事
も
立
派
な
対
応
策
で
あ
り
教
化
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
更
に
は
、
早
急
に
寺
院
に
対
し
て
対
処
を
求
め
て
い
る
講
中
に
対
し
て
、
何
の
手
立
て
も
な
く
、「
講
中
は
檀
信
徒
の
自
主
的
な
組
織

で
あ
り
我
々
は
関
わ
ら
な
く
て
良
い
と
す
る
」
だ
け
で
な
く
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間
、
少
し
ば
か
り
講
中
に
手
助
け
を
し
て
自
主
的
運

営
に
至
る
様
に
信
仰
的
面
を
大
切
に
し
な
が
ら
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
う
。「
我
々
が
直
接
的
に
関
わ
る
必
要
性
は
無
い
、
無

く
な
る
講
中
は
な
く
な
れ
ば
い
い
」
と
い
う
考
え
は
、
決
し
て
何
も
変
わ
ら
い
。
寧
ろ
無
策
ほ
ど
時
代
の
様
々
な
社
会
問
題
に
埋
も
れ
、

過
疎
地
そ
の
も
の
の
中
で
寺
院
は
埋
没
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
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こ
れ
ら
を
通
し
て
能
登
法
華
の
信
仰
は
何
百
年
と
地
元
の
信
仰
母
体
、
講
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
寺
院
を
運
営
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

講
中
の
中
に
は
、
信
仰
継
承
を
は
じ
め
講
中
の
存
続
を
も
安
心
し
て
任
せ
る
事
が
で
き
る
と
い
っ
た
講
中
も
存
在
す
る
。
そ
の
講
中
は
、

一
、
信
仰
　
二
、
地
域
信
仰
の
形
態
か
ら
連
帯
感
が
強
い
　
三
、
寺
院
と
の
関
わ
り
も
日
常
的
に
深
い
な
ど
の
背
景
が
あ
り
、
他
の
講
と

は
違
い
独
自
の
企
画
の
運
営
方
法
な
ど
で
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
何
で
あ
る
の
か
。
他
の
講
中
で
の
課
題
や
問
題
点
は
、

そ
の
講
の
運
営
方
法
な
ど
か
ら
対
応
と
対
策
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
一
面
を
持
っ
て
い
る
。

　
今
回
は
、『
講
』
と
い
う
も
の
に
ポ
イ
ン
ト
当
て
て
進
め
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
講
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。「
何
と
か

な
る
だ
ろ
う
」、「
私
の
時
代
は
何
と
か
こ
の
ま
ま
す
み
そ
う
だ
」、「
何
か
ら
手
を
付
け
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
い
」、「
誰
か
が
や
っ
て
く

れ
る
だ
ろ
う
」、「
何
か
指
示
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
考
え
か
ら
は
、
こ
の
厳
し
い
過
疎
の
現
状
下
、
寺
院
を
取
り
巻
く
現
状
は
決
し
て

前
に
は
進
ま
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
課
題
を
調
査
し
、
課
題
が
明
確
に
な
っ
た
な
ら
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
る
。
繰
り
返
し
、
ま

た
手
を
変
え
繰
り
返
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
に
過
疎
地
域
寺
院
を
取
り
巻
く
地
域
住
人
や
そ
の
周
囲
に
広
が
り
、
過
疎
地
域
寺
院

の
明
日
は
あ
る
の
だ
と
思
う
。

　
そ
の
影
響
は
必
ず
寺
院
や
自
分
達
に
も
帰
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
都
市
や
人
口
密
集
地
に
お
け
る
人
口
減
少
時
代
の
寺

院
運
営
に
関
連
し
て
言
え
る
事
で
あ
ろ
う
。
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